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はじめに

本報告書は、平成１６年１０月２３日１７時５６分に発生した新潟県中越地震によっ

て、当該地方に施工されている当社製品（ビーハイブ、ポトロアーＡ形）のブロック構

造物が、どのような影響を受けているかについて、当社独自で調査（目視観測）を行い、

その結果をとりまとめたものである。

１．新潟県中越地震の概要
最大震度５弱以上を観測した地震の震源地、マグニチュード、最大震度等は、次の

とおり。

（ここでは、構造物の安定性に関係するもののみとし、人的被害等のデータは省略。）

２ 調査の対象

最大震度５弱以上の区域にある当社製品ブロック（ビーハイブ、ポトロアーＡ形）

で築設された構造物。



３ 調査の結果

１）．ビーハイブ

ａ 調査箇所
次表のとおり。



ｂ 調査結果
位置図から、調査箇所の震度を推定するとともに、個々の施設を調査した結

果は、次のとおり。

① ＢＨ１ 推定震度 ６弱

調査番号施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数
ＢＨ７ S57-6 安塚土木 松代町大字儀明 通常砂防 ダム ２ｔ 3,000
ＢＨ１ H7-7 小千谷林業 南魚沼郡六日町大字欠之上 復旧地山 谷止 ２ｔ 1,100

全体の安定性に、全く問題

は見られない。

高さ関係も異常なし



法線の変曲点でも問題なし



② ＢＨ２ 推定震度 ６弱

調査番号施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数

ＢＨ２ H16-4 六日町地域振興局 北魚沼郡守門村大字東野名 地すべり防止 谷止 ２ｔ 500



堤体全体の安全性に

は全く問題無い。

法線方向にフレキシ

ブルに変位することに

よって、応力の集中を

分散している。

結果として、ブロッ

クの割れ等は発生して

いない。

高さ方向に多少のゆ

がみが発生している。

ブロックは、地盤の

変動に追随しており、

堤体基礎の露出等は発

生していない。



近接下流のコンクリート

ダムの状況

水通し部分で完全に

切断されている。

堤体下部も洗掘・露

出しており、堤体全体

の安全性に問題が生じ

ているといえる。

左岸側の袖部は、明

らかに前傾している。

右岸側袖部の目地部

分が５ｃｍ程度に広が

っている。

止水板により、かろ

うじて漏水が止まって

いる状態。



③ ＢＨ３ 推定震度 ６弱

調査番号施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数

ＢＨ３ H7-9 小千谷林業 北魚沼郡堀之内町明神 災害関連地山 谷止 ２ｔ 2,500

全体的に歪みが生じ

ているが、堤体全体の

安定性、機能には全く

問題無い。

高さ方向に、多少波

打っており、クリアラ

ンスにバラツキが生じ

ている。

水叩き部には、大き

な変位は見られない。



クリアランスが、最大２

０cm（標準＝５cm）に拡大し

ている箇所があった。

しかし、ブロック間の噛

み合わせは充分に確保され

ている。

下段ブロックのコケの痕

から、上段のブロックが移

動していることが判る。

左岸側袖部の最下段ブ

ロック（１個）のみに割れ

が発生していた。

袖部に発生した法線方

向への回転力が、袖部最

下段ブロックの端部に集

中したものと考えられる

が、堤体の安定性には何

ら問題ない。

近隣の間知ブロック護岸

にクラックが生じていた。

地震によるものと断定は

出来ないが、フレキシブル

な構造で無いことから、地

盤の変動に対応することが

困難であったと推定される。



④ ＢＨ４ 推定震度 ５強

調査番号施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数

H3-7 上越林業 東頚城郡牧村大字宇津俣 地すべり防止 谷止 ２ｔ 1,800

H4-7 上越林業 東頚城郡牧村大字宇津俣 地すべり防止 谷止 ２ｔ 1,400

H13-7 上越林業 東頚城郡牧村大字宇津俣 地すべり防止 谷止 ４ｔ 1,700

H14-5 上越林業 東頚城郡牧村大字宇津俣（嵩上） 地すべり防止 谷止 ２ｔ 1,000

ＢＨ４



嵩上げブロックダムの遠景

嵩上げ部分と旧堤体がブ

ロックの色の違いではっき

りと確認できる。

堤体下流の右岸側で地滑

りが発生している。

これと落下水流の作用に

より水叩き部分のブロック

にガタツキが生じている。

嵩上げ部分と旧堤体がブ

ロックの色の違いで確認で

きる。

嵩上げ後もブロックの噛

み合わせにより堤体が一体

化されている。

高さ方向の歪みは生じて

いない



法線は若干歪みがある

が、①地震によるものか、

②左岸側の地滑りによる

ものか、③施工精度によ

るものなのか判断できな

い。

堤体の安定性には全く

問題ない。

護岸には大きな変動は

見受けられない。

上流側堰堤も大きな変

動は見受けられない。



⑤ ＢＨ５ 推定震度 ６強

※）下の写真は完成時点のもの。次頁に震災後の状況写真を掲載。

調査番号施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数

ＢＨ５ H12-7 小千谷土木 北魚沼郡川口町大字荒谷(野辺川）通常砂防 ダム ２ｔ 1,300



周辺の地盤をみると、

至る所に地割れが発生し

ており、地震時の揺れが

相当大きかったことがう

かがえる。

袖部の垂れは、変形し

た周辺の地盤に追随した

結果生じたものと判断で

きる。

クリアランスの広さに

バラツキが生じているこ

とから、堤体全体で地震

の揺れを吸収したことが

想像できる。

袖部に若干の垂れが生

じているが全体の安定性

は維持されている。

水通し部からだけ流下

があり、他の箇所に構造

上の弱点となるような水

道等は見られない。

水通し部の流下痕から

見て、増水時には流下幅

が拡大しており、護岸に

より、河岸の安定性が確

保されていることが理解

できる。

法線も若干波打ってい

る。

縦断方向の揺れにもブ

ロック間の余裕により、

フレキシブルに抵抗した

ものと判断される。



法線も、若干波打って

いる。

縦断方向の揺れにもブ

ロック間の余裕により、

フレキシブルに抵抗した

ものと判断される。

ブロック同士が激しく

衝突した箇所においては

角部分に割れが生じてい

る。

割れは、ブロック単体

の角部分のみで、全体の

安定性には全く影響が及

んでいない。

場所によっては標準の

クリアランスの２倍程度

の幅になっている箇所も

ある。しかし、奥に見え

る連結金具に破断等は生

じていない。

ビーハイブ堰堤の柔軟

性には、まだ余裕があっ

たものと判断される。



⑥ ＢＨ６ 推定震度 ５強

調査番号施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数

ＢＨ６ H6-6 小千谷林業 中魚沼郡津南町大字秋成 災害関連地山 抑止 ２ｔ 2,000

擁壁に大きな変位は見られな

く、安定状態を維持している。

上段に長大な斜面を控えている

が、擁壁に大きな変位は見られ

なく、安定状態を維持している。

上段に長大な斜面を控えている

が、擁壁に大きな変位は見られ

なく、安定状態を維持している。



⑦ ＢＨ７ 推定震度 ５強

調査番号施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数

ＢＨ７ S57-6 安塚土木 松代町大字儀明 通常砂防 ダム ２ｔ 3,000

堤体全体が植生に覆われて自

然と同化している。

近づいてみるとブロックは整

然と並んでおり、地震の影響は

見られない。

水通し天端部も蔓化の植物に

覆われており見えにくいが、現

地は、大きな変位等は生じてい

ないことを確認済み。



⑧ ＢＨ８ 推定震度 ５弱

大きな変位等は見られなく、安定状態を維持している。

調査番号施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数

ＢＨ８ H14-6 安塚地域振興局 東頚城郡牧村大字上牧 地すべり防止 谷止 ２ｔ 700



２）ポトロアーＡ形

ａ 調査対象



ｂ 調査結果
位置図から、調査箇所の震度を推定するとともに、個々の施設を調査した結

果は、次のとおり。

① ＰＡ１ 推定震度 ６強

調査番号 施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数
ＰＡ１ S58-8 小千谷土木 小千谷市真皿 道路災害 擁壁工 6t 370



ポトロアーＡ形の護岸部

分（6ton、13段）は、安定

した状態で維持されている。

（上・下流の斜面は崩壊し

ているが、本施設区間の

み安定している。）

護岸上流側の斜面崩落状況。

護岸上流側の斜面崩落状況。



② ＰＡ２ 推定震度 ５強

調査番号 施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数
ＰＡ２ S54-7 破間川開発 北魚沼郡入広瀬村大白川 道路改良 法止工 1t 300

道路には、補修が施されてい

る箇所もあり、地震の被害が見

られるが、ポトロアーの擁壁に

は被害は見られない。

擁壁には、クラックやずれ等

は、全く見られない。

擁壁には、クラックやずれ等

は全く見られない。



③ ＰＡ３ 推定震度 ６弱

調査番号 施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数

2t 100

4t 50
S63-3ＰＡ３ 十日町土木 十日町市大字池之平（川治川） 河川災害 擁壁工

ポトロアー護岸天端上の歩道

アスファルトに陥没が生じてい

る。

裏込め材が締まって、天端が

下がったものと推定される。

護岸全体の安定性は確保され

ている。

護岸全体の安定性は確保され

ている。

ブロックの抜けや割れ等は発

生していない。

護岸全体の安定性は、確保さ

れている。

ブロックの抜けや割れ等は、

発生していない。

小口止めコンクリートの変曲

点にクラックが生じているが、

地震で生じたものかは不明。



④ ＰＡ４ 推定震度 ５強

調査番号 施工時期 事業所 施工地名 工事名 工種 規格 個数

2t 150

4t 270
S60-1ＰＡ４ 安塚土木 東頸城郡牧村大字田島（飯田川） 河川災害 擁壁工

ポトロアー護岸には、異常は

見られなく、護岸は安定した状

態を維持している。

施工延長の長い護岸であるが、

ブロックの抜けやずれ等は全く

見られない。

隅各部においてもブロックの

ずれや欠け等は生じていなく、

安定した状態を維持している。



４．その他の構造物（参考）

Ｏ１ 間知ブロック 推定震度 ７（北魚沼郡川口町）

左側の壁体が、水平力によ

り完全に前に押し出されてい

る。

右側の壁体から、ちぎれる

ようにして前に回転移動して

いる。

上から見ると、左壁面と右

壁面が勾配が変わっており、

裏コンもろともジグザグにひ

び割れている。

手前の壁体が滑動しており

側溝も前面に移動している。

隣の壁体とは、隔壁を境に

分裂している。



Ｏ２ テールアルメ 推定震度 ６強（北魚沼郡堀之内町根小屋）

地震時の土圧、慣性力等

の水平力によりストリップ

若しくは取り付けボルトが

破断したものと思われ、全

面的な補修を行われている。

壁体重量が軽く、ストリ

ップ等のみで力を受け止め

る構造であるため、局所的

な応力集中が生じた場合に

は、極端にもろい構造であ

ると推定される。

ストリップ破断は、最上

段のみで生じているのでは

なく、中段以下でも生じて

おり、壁面を完全に撤去し

てからでないと補修不能で

あると推定される。

前面に設置してあるトン

袋により、辛うじて安定性

を確保している状態で、極

めて危険である。



Ｏ３ 井桁ブロック 推定震度 ７（北魚沼郡川口町）

井桁・間知ブロックが隣

接する現場で、間知ブロッ

クの方は隔壁部分や天端コ

ンクリートを境に大きく亀

裂が入り崩壊状態である。

隔壁部分の亀裂は、錆が

染み出ているので原因は地

震のみではない可能性があ

る。

遠景写真では判別されな

いが、奥の壁面がはらんで

いる。

奥の壁面がはらんでおり、

トン袋により応急処置を施

しているが、極めて危険な

状態である。

井桁ブロック積みの壁体

は、構造的に遊びが無い構

造であることから、局所的

な応力が部材に集中して破

損した場合、ここが構造物

全体の弱点となり、ここか

らはらみ出しが生じたもの

と推定される。


